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直 ZE

としも元気で

民主主義 にf散し生活を合理化して近代的な町にい
たしましょう。

健 康 で勤労にはげむ明るい町にいたし ましょう。

技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたし
ましょう。
教養をたかめ楽しく 生 活 で き る 平 和 な 町 に い た し

畠しょう。

(町民憲章より)
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第
四
固
定
例
町
議
会

は
十
二
月
十
八
、
十
九

日
向
二
日
間
聞
か
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、

特
別
職
の
報
酬
給
料
額

条
例
の
改
正
、
町
職
員

給
与
条
例
的
改
正
な
ど

議
案
十
七
件
を
審
醸
し
‘

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
決
算
特
別
委
貝
会
に
付

託
さ
れ
て
い
た
四
十
七
年
度
一
般
会

計
な
ど
五
件
の
決
算
が
思
定
さ
れ
ま

し
た
。 ぐ蘭会の劃き

な
お
、
町
長
か
ら
「
今
年
度
計
画

し
た
事
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

明
年
度
は
公
共
事
業
の
抑
制
で
苦
し

い
財
政
が
予
想
さ
れ
る
が
予
算
編
成

に
は
健
全
財
政
の
た
め
万
全
を
期
す

考
え
だ
。
今
金
保
育
所
の
石
油
ス
ト

ー
ブ
爆
発
事
故
で
は
負
傷
者
も
出
し

陳
謝
す
る
.
原
図
的
究
明
に
努
力
し

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
1
配
慮
し

た
い
」
と
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
町
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

般

質

問

こ
の
議
会
で
町
政
に
対
し
て
一
般
貝

か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
、
町
長
が
回
答

し
ま
し
た
.

〈V
農
家
所
得
の
向
上
や
食
品
工
場
の
活

用
の
た
め
ア
ス
パ

ラ
の
撮
輿
を
強
力
に

推
進
し

τは
H
助
成
や
貸
付
金
な
ど
思

第

四
固
定
例
町
議
会

〈
〉
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
七
十
五
万

同
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
十

一
億

六
千
四
百
十
四
万
八
千
円
に
な
り
ま
し

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
町
職
只
の

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
に
二
千
五
百

二
十
万
円
、
老
人
医
療
扶
助
費
に
六
百

九
十
五
万
七
千
円
、
林
業
構
造
改
普
追

加
事
業
補
助
費
に
四
百
万
問
、
私
立
今

金
幼
稚
園
建
物
買
収
資
に
三
百
万
円
.

登
記
所
建
物
家
屋
移
転
補
償
費
に
百
六

十
万
円
、
白
石
地
区
農
免
農
道
用
地
質

収
費
に
百
十
九
万
二
千
円
、
学
校
橋
補

修
費
に
百
七
万
円
、
固
定
資
産
税
計
算

業
務
委
託
料
に
百
二
万
五
千
円
、
西
町

社
ス
キ
場
植
樹
補
償
費
に
三
十
万
円
、

今
金
保
育
所
備
品
購
入
費
に
二
十
一
万

円
、
体
育
、
文
化
協
会
助
成
金
に
十
四

い
き
っ
た
政
策
で
、
五
十
年
度
ま
で
に

百
「
日
(
現
在
は
二
十
五

C)
に
ふ
や
す

よ
う
進
め
て
い
る
が
、
予
定
ど
お
り
進

渉
じ
て
い
な
い
。
水
田
町
買
入
れ
利
用

の
方
法
を
ど
農
協
、
普
及
所
と
協
磯
す

る
と
と
も
に
、
農
家
的
理
解
を
得
て
目

標
達
成
に
さ
ら
に
努
力
し
た
い
。

〈〉
工
襲巴師
致
を
早
急
に
進
的
農
工
一
体

自
然
の
利
生
か
す
林
業
、
観
光

魅
力
あ
る
商
庖
街
を
形
成

【林

業

〕

本
町
内
林
野
面
積
は
四
万
五
千
八

百
九
十
日
と
総
土
地
而
横
内
約
八
O
%
を

占
的
、
多
大
の
森
林
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
万
八
千
九
ん

の
民
有
林
の
人
工
林
率
は
一
八
%
で

大
半
を
占
め
る
天
然
林
は
不
良
広
築

樹
が
多
く
生
産
性
が
低
い
状
況
に
あ

リ
ま
す
。

こ
の
た
め
@
林
地
内
流
動
化

に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
、
資

本
町
整
備
@
俊
民
造
林
地
の
造

成
と
林
道
網
円
盤
愉
@
適
地
適

木
主
義
に
よ
る
樹
木
選
定
と
早

成
樹
樋
町
奨
励
。
特
殊
林
産
物

(
し
い
た
け
、

な
め
こ
)
円
相
殖
ー

な
ど
に
よ
リ
林
産
物
内
需
要
に
対
処

し
、
生
産
量
円
増
大
を
図
り
ま
す
。

お
も
卒
事
指

l
一
般
造
林
、
林
道

開
設
、
野
そ
防
除
、
復
旧
治
山
、
資

本
整
備
、
苗
育
生
産
施
設
整
備

〔商
工
業
】

農
家
世
帯
の
減
少
と
は
逆
に
、
一

般
世
帯
は
わ
ず
か
な
が
句
増
加
し
て

お
り
、
年
間
販
売
額
も
上
昇
し
て
い

ま
す
・

し
か
し
、
生
活
水
地
内
向
上

や
商
品
の
多
様
化
に
よ
リ
、
都
市
へ

の
貰
い
物
依
存
度
も
ふ
、
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
経
営
の
合
理
化
、
近

代
化
に
意
を
用
い
て
体
質
改
普
を
図

何年に着工 Lた畑町沢林道(短長 6，400.、
総工費12，365万円)もいよいよことし完成。

万
三
千
円
、
そ
れ
に
財
政
調
整
基
金
積

立
金
に
百
五
十
四
万
二
千
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
繰
り
延
べ

に
な
っ
た
畑
町
沢
林
道
開
設
工
事
費
千

四
百
五
十
六
万
三
千
円
が
減
額
さ
れ
ま

し
た
。こ

れ
に
対
し
歳
入
は
、
地
方
交
付
税

四
千
百
四
十
万
円
、
町
税
千
七
十
一
万

七
千
円
、
国
庫
支
出
金
七
百
五
十
‘
五
万

六
千
円
、
財
産
収
入
百
五
十
五
万
七
千

円
な
ど
が
見
込
ま
れ
、
道
支
出
金
八
百

六
十
二
万
三
千
円
、
町
償
四
百
二
十
万

円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
事
換
勘
定
補
正

予
算

人
件
費
や
納
税
奨
励
賞
に
百
三
十
六

万
四
千
円
が
追
加
さ
れ
総
額
一
億
七
千

七
百
九
十
九
万
七
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定
補
正

の
附
づ
〈
り
を
H
現
在
本
町
に
進
出
を

打
修
し
て
い
る
企
業
は
四
つ
あ
る
。
こ

の
う
ち
の
一
つ
の
ワ
イ
Y

ヤ
ソ
メ
ー
カ

ー
か
ら
は
「
遊
休
建
物
と
約
五
十
人
の

従
業
良
町
確
保
が
で
き
れ
ば
四
月
か
ら

で
も
操
業
し
た
い
」
と
、
具
体
的
立
話

も
き
て
い
る
。
企
業
と
町
町
立
場
を
理

解
し
合
い
‘
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

り
ま
た
、
商
工
業
機
能
の
拡
充
、

金
融
制
度
内
強
化
に
よ
り
都
市
的
性

格
を
も
っ
た
魅
力
あ
る
商
庖
街
を
形

成
。
北
部
桧
山
一
円
を
商
圏
と
し
て

販
売
額
円
増
加
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

一
方
、
工
業
は
、
地
場
資
淑
を
原

料
と
し
た
既
存
工
業
の
安
定
化
を
図

る
と
と
も
に
、
北
部
桧
山
内
遊
休
労

務
を
対
象
と
し
た
農
村
工
業
の
誘
致

開
発
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

お
も
な
事
業
M
H
経
営
改
普
普
荘
、

商
庖
街
近
代
化
、
農
村
工
業
導
入

〔観

光

〕

所
得
円
増
大
や
労
働
時
間
的
短
縮

に
よ
っ
て
、
観
光
が
単
に
レ
ジ
ャ
ー

と
し
て
で
主
〈
生
活
町
一
部
門
と

し
て
大
衆
化
し
、
さ
ら
に
交
通
の
発

展
に
伴
っ
て
時
間
的
距
離
も
短
縮
さ

れ
、
観
光
町
範
囲
が
ま
す
ま
す
広
峨

化
す
る
弓
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

本
町
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

土
地
内
利
を
生
か
し
、
大
規
政
一
自
然

レ
ク
リ
ェ

l
y
ョ
ン
基
地
と
一
る
た

め
、
自
然
休
警
の
設
置
、
野
状
道

路
円
盤
備
に
よ
る
牧
歌
的

i
先
ル
ー

ト
の
確
立
、
冬
季
観
光
の
開
発
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

お
も
な
事
蝶
M
M
温
泉
樹
発
、
国
民

宿
舎
建
設
、
温
水
プ

l
ル
設
置
、
ス

キ
l
場
造
成
、

観
光
牧
場
造
成

(
お
わ
り
)

予
算

人
件
費
に
二
千
八
万
一
千
円
、
薬
品

費
に
千
五
百
万
円
、
機
械
備
品
購
入
賞

に
百
四
十
七
万
四
千
円
、

X
線
室
改
造

工
事
費
に
三
百
五
十
三
万
四
千
円
が
追

加
さ
れ
、
医
師
住
宅
建
築
工
事
費
六
百

万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
.

。
今
金
簡
易
水
道
事
難
会
計
補
正
予
算

人
件
費
や
給
水
工
事
鵬
首
な
ど
に
六
十

一
万
一
千
円
が
追
加
さ
れ
総
額
千
五
十

七
万
一
千
円
に
な
り
ま
し
た
.

特
別
職
の
給
料
、
議

員
報
酬
な
ど
ア
ッ
プ

〈
〉
特
別
職
の
報
酬
額
、
給
料
額
の
改
正

特
別
職
報
酬
審
議
会
的
答
申
ど
お
り

十
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
(
カ
y

コ
内
は
改
定
前
)

マ
町
長
二
十
八
万
円
(
二
十
二
万

円
)
マ
助
役
二
十
二
万
円
(
十
七
万

円
)
守
収
入
役
及
ぴ
教
育
長
二
十
万

円
(
十
五
万
円
)
マ
議
長
五
万
三
千

円
(
三
万
五
千
円
)
マ
副
議
長
四
万

八
千
円
(
三
万
円
)
マ
協
任
委
只
長

四
万
三
千
同
(
二
万
八
千
円
)
マ
議
只

四
万
円
(
二
万
八
千
円
)
H
以
上
月

額

マJ

選
挙
管
理
委
員
長
四
万
三
千
同

(
三
万
円
)
マ
同
委
員
一
三
必
与
T
同

(
二
万
五
千
円
)
マ
農
業
委
貝
会
長
及

ぴ
教
育
委
只
長
八
万
五
千
四

(
六
万

円
)
マ
同
代
理
及
び
副
委
貝
長
八
万

円
(
五
万
五
千
円
)
マ
同
委
員
七
万

部
落
町
内
会
長

会
犠
は
、
十
二
月

十
七
日
町
民
セ
ン

タ
ー
に
約
七
十
人

が
集
ま
っ
て
行
わ

れ
ま
L
Pも

町
長
か
ら
「
圏

内
引
き
締
め
で
来

年
度
内
財
政
は
苦

し
い
が
、
効
果
的

J
主
八
用
地
を
取
得

町
土
地
開
発
公
社

町
土
地
開
発
公
社
内
第
三
国
理
事
会

は
十
二
月
十
二
日
役
場
で
聞
か
れ
、
公

共
用
地
取
得
町
三
議
案
を
審
議
し
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
ち

こ
れ
は
、

法
務
局
今
金
出
張
所
移
転

用
地
に
字
今
金
五
四
か
ら
五
七
番
地
内

内
宅
地
八
百
四
十
五

・
一
一
平
方
幻
を

六
百
八
十
一
万
四
千
四
百
何
で
、
ま
た

〈V
種
川
簡
易
水
道
事
棋
会
計
補
正
予
算

人
件
費
や
給
水
工
事
費
な
ど
に
ニ
+

六
万
同
が
追
加
さ
れ
総
額
二
百
十
二
万

一
千
同
に
な
り
ま
し
た
。

〈
〉
花
石
簡
易
水
道
事
換
会
計
補
正
予
算

給
水
工
事
費
と
人
件
費
に
百
八
十
三

万
二
千
円
が
追
加
き
れ
総
額
三
千
三
百

九
十
万
八
千
同
に
な
り
ま
し
た
。
な
お

歳
入
で
道
補
助
金
百
九
十
万
円
が
見
込

ま
れ
た
た
め
、
町
償
百
四
十
万
円
が
減

額
き
れ
ま
し
た
。

( 2) 

三
千
同
(
五
万
二
千
同
)
マ
監
査
委
貝

議
会
選
出
者
七
万
三
千
同
(
四
万
五

千
円
)
マ
同
学
織
経
験
者
八
万
五
千

同
(
五
万
同
)
リ
以
上
年
額

マ
そ
円
他
の
委
貝
長
二
千
四
百
円

(
千
五
百
円
)
マ
同
副
委
貝
長
二
千

二
百
円
(
千
四
百
円
)
守
同
委
員
二

千
同
(
千
三
百
円
)
H
以
上
回
額

。
町
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
同

給
与
改
定
に
準
じ
て
、
町
職
員
同
給
料

が
改
曲
甘
さ
れ
ま
し
た
。

〈〉桧
山
広
峨
消
防
組
合
の
役
立

消
防
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て
桧
山

管
内
十
町
で
一
部
事
務
組
合
を
設
立
す

る
た
め
、
組
織
や
経
費
負
担
円
規
約
が

定
め
ら
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
.

〈〉
陳

情

樋
川
地
区
学
校
プ
l
ル
設
置
に
つ
い

て
内
陳
情
は
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

に
執
行
し
た
い
の
で
町
民
的
要
望
を
知

ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
多
国
貞
太
郎
さ
ん
の
司
会
で
、
除

雪、

中
学
校
内
統
合
問
題
・
ゴ
ミ
処
理
、

蚊
急
車
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

交
換
さ
れ
ま

L
q

ま
た
、
光
向
車
設
置
期
成
会
か
ら
建

設
資
金
的
協
力
依
頼
、
今
金
警
察
官
派

出
所
長
か
ら
冬
の
交
通
安
全
の
お
願
い

が
あ
り
ま
L
P
3

な
お
、

総
会
で
は
新
し
い
述
合
会
長

に
多
岡
山
太
郎
さ
ん
(
南
町
)
副
会
長

性
友
普
幸
次
郎
さ
ん
(
樋
川
)
と
水
野

~ω
一
さ
ん
(
鈴
金
)
が
再
選
さ
れ
、
五

年
以
上
部
落
町
内
会
長
を
つ
と
め
町
づ

〈
り
に
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
町

長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し子、。狭
間
勝
昭
(
八
幡
町
)
山
田
吉
二
(

宗
利
河
)
背
山
弘
(
向
)
山
本
進
(
樋

川
)
山
岡
利
一
(神
丘
)
木
砧
藤
五
(

同
)
小
西
長
蔵
(
曙
町
)

、，"

中
央
線
街
路
盤
側
計
画
円
近
即
時
用
地
に

字
今
金
三
五
九
番
地
内
一
二
(
チ
ッ
プ

工
場
跡
地
)
内
宅
地
千
二
十
二
五
四

平
方
幻
を
九
百
万
円
で
買
収
す
る
も
の

で
す
.

第
四
回
理
事
会
は
十
二
月
二
十
日
役

場
で
聞
か
れ
、
字
今
金
五
四
番
地
内
一

五
円
宅
地
八
百
十
七
一
五
平
方
幻
(

今
金
幼
稚
園
敷
地
)
を
四
百
九
十
四
万

三
千
円
で
買
収
す
る
こ
と
に
可
決
し
ま

!
v
F
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(3) 



新春座談会機長の主婦と町長、

生活に密着

; 出席されたみなさん ; 

石井照子さ ん(本町

及川寿子さん (春日井)

太田越ミヰ さん(南豊受)

小池ヤエさん(南栄町)

松橋泰子さん(八幡町)

河端豊町長

1 今野伝醗長

司会森野総務企画課長

す
る
準
備
を
進
め
で
い
ま
す
。
幼
稚
園

と
保
育
所
を
選
択
し
て
有
効
に
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

及
川
幼
稚
園
は
勉
強
を
教
え
る
し

保
育
所
内
子
ど
も
と
差
が
つ
く
心
配
が

あ
り
、
公
立
に
な
る
こ
と
に
よ
り
希
望

者
が
か
た
よ
る
何
で
は
な
い
で
す
か
。

太
田
越

集
団
生
活
に
慣
れ
る
ぐ
ら

い
で
、
実
際
に
学
校
に
過
つ
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
学
力
の
伸
び
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

松
橋

働
い
て
い
る
お
母
さ
ん
は
、

預
か
る
時
聞
が
長
い
保
育
所
内
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。

石
井

理
想
か
も
知
れ
、ま
せ
ん
が
、

か
ら
だ
の
不
自
由
な
子
ど
も
を
晶
聞
か
る

保
育
所
も
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。

町
長

カ
ト
リ
ソ
ク
で
保
育
紛
の
計

画
が
あ
る
の
で
‘
肢
体
不
自
由
児
と
乳

幼
児
を
主
に
要
愉
し
て
お
り
、
こ
と
し

中
に
具
体
案
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
.

ー
働
〈
お
母
さ
ん
が
た
が
ふ
え
て
い

ま
す
が
。

町
長

と
し
、
五
十
人
ほ
ど
の
女

エ
さ
ん
を
使
、
っ
工
場
、
二
十
人
以
上
の

保
母
さ
ん
が
必
要
な
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
が
で
き
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

農
協
食
品
工
場
も
あ
り
、

子
ど
も
を
預

か
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
入
手
不
足

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
池

働
く
場
所
が
多
く
な
る
こ
と

は
た
い
へ
ん
よ
い
こ
と
で
す
が
、
働
く

お
母
さ
ん
が
た
は
子
ど
も
た
ち
を
ど
う

教
育
す
る
か
悩
ん
で
い
v

ま
す
。
俗
に
い

う
カ
ギ
ッ
子
対
策
で
す
。
早
い
時
間
に

授
業
向
終
わ
る
小
学
校
内
児
童
が
問
題

で
、
帰
っ
て
か
ら
な
に
を
し
て
い
る
か

及川寿子さん

住

み

よ
し瓦

町

づ

く

り

沼

和

四

十

九

年

の

容

を

迎

、

え

ま

し

た

。

、

即
日
展
の
警
刀
と
し
て
家
庭
を
す
?
主
婦
の
み
な
さ
ん
と
[

町
を
預
か
る
町
長
、
議
長
に
、
生
活
に
密
約
し
た
身
近
か
な
問

題
に

つ
い
て
大

い
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
住
み
よ
い

町
づ
く
り
の
た
め
に
・

-
a

町
中
を
花
い

っ
ぱ
い
に

l
日
ご
ろ
家
庭
の
主
婦
と
し
て
、
子

ど
も
の
親
と
し
て
、
生
活
に
密
着
し
た

悩
み
や
ご
意
見
な
ど
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
考
え
て
い
る
ニ
と
を
気
軽
に

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
長

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
・
物
価
高
や
燃
和
危
機
な
ど
経
済
的

手
活
的
に
む
ず
か
し
い
時
代
に
直
面
し

て
い
ま
す
が
‘
新
年
を
迎
え
て
、
み
な

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
新
し
い
気

持
ち
で

一
年
の
行
政
を
進
め
て
い
く
考

え
で
す
。
こ
と
し
は
、
些
か
す
き
た
経

済
を
再
検
討
し
、
あ
る
程
度
の
耐
乏
生

活
も
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
心
を
明
る
く
す
る
芯
昧
で
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
を
町
民
み
ん
な
で
進
め

た
ら
ど
一
ヲ
で
す
か
。

石
井
道
路
の
舗
装
が
進
み
り
っ
ぱ

わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。

及

川

農
家
で
も
、
川
で
遊
ば
れ
る

な
ど
不
安
が
あ
り
ま
す
。
軌
本
に
も
や
れ

ま
せ
ん

Le
。

石
井

交
通
事
故
や
略
行
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。
パ
卜
町
時
間
帯
を
く
ふ

う
す
る
の
も
一
策
だ
と
思
い
ま
す
。

強
畳
町
民
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
室

や
図
書
室
を
活
用
す
る
な
ど
、
み
ん
な

で
考
え
宮
問
題
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
親
が
責
任
を
も
っ
て
育
て
る
の

だ
と
い
う
自
党
が
な
に
よ
り
も
た
い
せ

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

実
現
し
た
い
秋
祭
り
の
統
↓

ー
最
近
、
物
を
た
い
せ
つ
に
す
る
ニ

と
や
生
活
改
善
な
ど
見
直
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
が
。

小
池

主
婦
と
し
て
の
役
制
が
非
常

に
た
い
せ
つ
な
時
代
に
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
の
意
識
を
改
め
て
冠

婚
葬
祭
は
む
だ
を
省
く
、
形
式
に
こ
だ

わ
ら
主
い
主
ど
の
腹
構
、
え
を
き
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
金
小
町
P
T
A

で
ス
キ
l
用
品
の
交
換
会
を
や
っ
て
み

ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
運
動
を
大
き
く

広
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

石
井

使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
は
、

地
訟
の
子
ら
に
贈
っ
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

結
婚
式
は
柴
内
す
る
範
囲
が
あ
ま
り

に
も
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う

関
係
で
呼
ば
れ
た
の
か
と
考
え
き
せ
句

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

及
川

あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
人
か
ら

案
内
さ
れ
た
場
合
、
欠
席
で
出
す
こ
と

に
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

松
橋

会
費
制
だ
か
ら
そ
れ
で
い
い

の
で
す
が

町
長

あ
と
の
生
活
に
関
心
を
も
っ

て
く
れ
る
人
や
交
際
を
続
け
る
よ
、
ヲ
な

範
囲
で
案
内
し
た
ら
ど

J

つ
で
す
か
。

槍
長
こ
こ
数
年
砂
消
費
が
美
徳
w

な
ど
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
で
ゴ
ミ
問
題
な
ど
も
起
き
て
い
る
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
冷
た
さ
を
感
じ
ま

す
。
グ
リ

ン
ベ
ル
ト
を
つ
く
り
花
を

植
え
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
。

松

橋

商
工
会
官
年
部
が
泣
く
移
動

花
壇
は
い
い
ア
イ
デ
ア
で
す
。
し
か
し

手
入
れ
を
す
る
人
が
い
な
く
、
う
ま
く

育
っ
て
い
な
い
の
も
見
受
け
り
れ
る
よ

う
で
す
@
み
ん
な
で
育
て
る
と
い
う
気

持
ち
が
た
い
せ
つ
だ
と
息
い
ま
す
。

隊
長

近
年
、
公
に
依
存
す
る
傾
向

も
強
い
の
で
、
こ
う
い
う
運
動
で
心
の

改
普
を
し
て
い
く
の
も
一
策
で
す
ね
。

議
会
で
も
、
美
利
河
か
ら
神
丘
ま
で

の
国
泊
沿
い
を
花
で
埋
め
て
は
ど
う
か

e、

思
い
ま
す
。
生
括
的
レ
ベ
ル
ア
y
プ
は

簡
単
で
す
が
、
い
ざ
切
り
下
げ
よ
う
と

す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。

主
婦
の
人
が
先
頭
に
な
り
、
日
常
生
活

の
中
で
盛
大
な
決
意
を
も
っ
て
や
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

太
田
越

四
、
五
年
前
か
ら
牒
家
内

主
婦
の
聞
で
は

「お
務
リ
が
き
た
ら
ゾ太田越ミヰさん

y
と
す
る
」
と
い
う
話
で
も
ち
き
り
で

す
。
せ
っ
か
く
苦
労
し
て
作
っ
た
料
理

も
ほ
と
ん
ど
む
だ
に
な
る
状
態
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
制
査
で
も
、
主
婦
の
人
は

ほ
と
ん
ど
統
一
に
質
成
で
す
が
、
若
い

人
影
中
心
に
き
び
し
が
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
。
牒
協
婦
人
部
で
は
、
な
ん
と

か
こ
と
し
か
ら
実
現
し
よ
う
と
決
議
し

て
い
ま
す
。

機
長
主
一
扇
町
人
ほ
と
ん
ど
が
賛
成

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
氏
子
や
部
落
何

人
に
呼
び
か
け
て
は
ど
う
で
す
か
。

町
長

住
民
の
人
た
ち
自
ら
が
い
ろ

い
ろ
検
討
さ
れ
て
、
生
百
田
改
普
に
な
る

の
で
あ
れ
ば
け
つ
こ
う
で
す
ね
。

太
田
越

お
祭
り
の
経
費
と
労
力
が

う
い
た
ら
‘
ふ
だ
ん
か
ら
栄
養
の
あ
る

も
の
を
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
い

と
い
う
主
扇
が
ほ
と
ん
ど
で
、
附
金
を

松橋泰子さん

と
い
う
話
が
で
て
い
ま
す
。

及

川

部

落
や
町
内
ご
と
に
組
子
を

以
い
与
え
、
環
境
整
倒
的
コ

ン
ク
ー
ル

を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
、
っ
か
。

町
長

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
し

て
育
て
て
も
ら
う
こ
と
や
‘
こ
と
し
の

予
算
宮
部
落
、
町
内
に
種
子
を
く
ば
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

石
井

背
は
、
恐
山
な
ど
遊
ぶ
場
所

が
あ
り
、
楽
し
い
恕
い
出
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
つ
れ
て
散
日
吹
い

き
る
公
園
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
P
魚

で
き
る
光
の
呈
も
、
み

ん

な

正

義

、
け
る
よ
う
な
き
れ
い
な
里
に
育
長

ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
‘

町
長

市
街
地
梨
山
は
、
土
地

2
A

収
に
よ
り
都
市
公
園
と
し
て
散
策
抗
琴
、

ど
整
備
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
こ
と

し
は
、
英
利
河
温
泉
一
慌
の
自
然
休
養

林
指
定
、
溢
泉
ポ
ー
リ
ン
グ
な
ど
有
望

で
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
最
大
限

に
生
か
し
、
町
民
的
い
こ
い
の
場
は
も

と
よ
り
、
訪
れ
る
人
々
に

H
A
可
金
"
の

印
象
を
強
く
し
て
も
ら
-
つ
よ
う
務
力
し

て
い
ま
す
。

(4 ) 

i
 

幼
稚
園
と
保
育
所

|
幼
稚
園
が
町
に
移
管
さ
れ
る
ニ
と

に
ヰ
り
ま
L
P
Z
子
ど
も
さ
ん
の
保
育

や
教
育
の
問
題
は
ど
う
で
す
か
。

石
井

季
節
で
な
く
常
設
の
わ
く
を

ふ
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

町
長
新
年
度
か
ら
幼
稚
闘
を
闘
設

す
る
と
い
う
人
は
わ
ず
か
で
す
の
で
、

長
い
目
で
み
れ
ば
商
庖
に
も
そ
う
影
響

は
な
い
は
ず
で
す
。

も
っ
ぱ
ら
家
庭
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
よ

う
と
銘
じ
て
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

， 

ー
特
別
養
聾
老
人
ホ
I
ム
の
揺
が
で

ま
し
た
が
、
お
年
寄
り
の
二
と
で
。

町
長

百
人
収
容
の
施
訟
で
、
寝
た

き
り
老
人
が
対
象
で
す
。
三
カ
所
視
察

し
て
き
ま
し
た
が
、
保
母
さ
ん
も
四
人

に
一
人
っ
き
い
た
れ
り
つ
く
せ
り
で
、

と
て
も
明
る
い
ふ
ん
い
き
で
す
。
町
内

に
は
現
在
七
十
人
ほ
ど
対
象
者
が
い
ま

す。
太
関
越

私
的
‘
っ
ち
に
も
長
い
間
寝

た
き
り
の
年
寄
り
が
い
ま
す
.
家
放
も

世
話
に
た
い
へ
ん
で
す
が
、
施
設
に
は

出
し
た
く
な
い
の
が
実
感
で
す
。
し
か

し
、
自
分
が
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ
た

ら
進
ん
で
は
い
う
っ
と
息
い
ま
す
。

樋
長
老
人
施
策
が
進
む
と
、
日
本

今野 11長

町
家
族
制
度
が
こ
わ
れ
て
い
く
と
い
う

一
面
も
あ
り
ま
す
e

い
ず
れ
に
し
て
も

(5 ) 



愛
情
を
も
っ
て
こ
と
に
当
る
こ
と
が
か

ん
じ
ん
で
す
.
こ
れ
が
し
い
て
は
子
ど

も
町
家
庭
教
育
に
も
つ
な
が
リ
ま
す
。

ま
た
、
老
人
ホ

l
ム
に
入
れ
る
よ
り

も
病
院
に
入
院
さ
せ
て
お
い
た
方
が
見

え
が
よ
い
、
と
い
ヲ
考
え
の
人
も
い
る

よ
う
で
す
。
医
療
費
が
無
料
に
な
っ
た

せ
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
病
院
が
お

年
寄
り
に
占
領
さ
れ
て
い
る
の
は
考
え

も
の
で
す
。
せ
っ
か
く
で
き
る
施
設
で

す
の
で
で
き
る
だ
け
利
用
し
て
ほ
し
い

で
す
.

松
橋

老
人
ホ

l
ム
に
入
れ
る
の
は

じ
ゃ
ま
も
の
扱
い
だ
と
い
う
考
え
方
を

改
め
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
ね
ー

石
井

時
期
的
に
は
い
る
方
法
な
ど

も
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。

l
底
療
や
保
健
の
こ
と
で
み
な
さ
ん

の
意
見
は
。

及
川

歯
科
医
院
が
浪
む
円
七
日
い

の
に
驚
き
ま
す
。
う
っ
か
り
歯
も
入
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
予
防
が
た
い
せ
つ
で
す
ね
。

太
田
越

眼
科
や
耳
ぬ
科
な
ど
の
専

門
医
が
ほ
し
い
で
す
.
医
者
を
町
で
育

成
し
て
、
も
ど
っ
て
く
る
こ
と
を
義
務

づ
け
る
な
ど
の
方
法
は
な
い
も
の
で
し

ょ
、
フ
か
。

石
井

仮
性
近
視
の
子
ど
も
な
ど
、

専
門
医
に
み
て
も
ら
わ
な
い
で
メ
ガ
ヰ

を
か
け
る
と
、
ほ
ん
と
う
の
近
税
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

機
長
医
者
向
問
題
に
は
町
長
も
大

き
な
努
力
を
は
ら
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
な
こ
と
で
も
あ
り
ほ
ん
と
う
に

む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
徐
々
に
は
よ

交
通
事
故
ゼ

ー
二
と
し
は
、
交
通
事
故
、
火
災
ゼ

ロ
の
意
気
込
み
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

石
井

絵
山
婦
人
大
会
で
決
議
さ
れ

た
交
通
安
全
標
語
を
金
町
に
配
付
し
ま

し
た
。
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
に
は
っ
て

も
ら
い
、
家
庭
的
中
で
い
つ
で
も
話
題

に
し
て
い
く
こ
と
も
効
果
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
主
婦
が
「
酒
を
飲
ん
だ
ら
カ

ギ
を
渡
さ
な
い
」
と
決
め
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

及
川

部
落
的
方
の
道
路
で
若
い
人

の
無
媒
運
転
も
目
だ
ち
ま
す
。

小
池

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
呼
び

か
け
も
薬
に
な
る
の
で
は

町
長

交
通
安
全
と
と
も
に
火
災
予

防
に
も
特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
・
常
仰
が
充
実
さ
れ
る
の
で
予
防

消
防
に
も
力
を
入
れ
ま
す
.
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
は
金
町
で
結
成
し
て
も
ら
い
た
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注 ミ でずあを作期民が
意を南指る置主主しの予

く
な
る
と
恩
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す
が
。

町
長
都
市
へ
行
っ
て
病
院
内
立
む

板
が
び
っ
し
り
あ
る
の
を
見
る
と
腹
立

た
し
く
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
と
に
か

〈
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ロ
の
意
気
込
み
で

石井照子さん

い
で
す
。

石
井

消
火
器
の
扱
い
方
は
頭
で
党

え
て
い
て
も
、
と
っ
さ
の
時
に
あ
わ
て

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
練
習
し
て
自
信
を
つ

け
て
お
く
こ
と
が
必
嬰
で
す
。
な
ん
と

い
っ
て
も
火
を
扱
つ
の
は
主
婦
が
多
い

の
で
、
台
所
で
は
特
に
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

及
川

町
を
歩
い
て
い
て
ド
ラ
ム
カ

ン
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
町
ゴ
ミ
を
焼
い

て
い
る
の
が
自
に
つ
き
ま
す
。
歩
行
者

向
衣
恥
酬
を
焼
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、
や

め
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

ー
こ
の
ほ
世
、
町
に
対
す
る
要
望
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
。

太
田
越

社
会
教
育
の
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
が
、

若
い
人
た
ち
が
気
軽
に
飛
び
込
ん
で
い

け
な
い
よ
う
で
す
。

P
Rを
も
う
少
し

活
発
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

松
構

図
覧
板
が
毎
皮
来
ま
す
が
、

あ
ま
り
見
ら
れ
な
か

っ
た
り
、

過
ぎ
て

か
ら
回
つ
で
き
た
り
、
マ

ン
ネ
リ
化
し

/
四
月
か
ら
業
務
開
始

懸
案
だ

っ
た
救
急
自
動
車
が
消
防
団
に
配
車
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は、

日
本
自
動
車
工
業
会
か
ら
百
八
十
九
万
円
の
三
分
の
こ
の
補
助
を

受
け
て
購
入
し
た
も
の
で
、
?
イ
ク
ロ
パ
ス
型
の
十
人
乗
り
で
二
人
的

忠
者
を

一
度
に
運
よ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
業
務
は
、
救
急
嬰
n
H
を
確
保

し
て
四
月
か
ら
開
始
的
予
定
で
す
が
、
そ
の
前
に
も
特
別
な
場
合
は
出

動
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

おしらせ

.農蝶基本銅査に協力を

北海道や町の農業的経営実態を

明らかにし、今後円農業施策的基

礎資料にするため、ことしも 2月

1日現在てー農業基本調査が行われ

ます.鯛査対象l立、耕地面積10.
以上を経営する世帯と、この 1年
間に農業生産物内総販売額が5万

円叫上ある世帯です。調査員が各

世帯を訪問 Lますので、調査の趣

旨をこ'理解向上こ・協力願います。

-夜間のスキー学校を開設

今金スキー連盟では、迫南て

めて夜|問間自町lのスキ一学校を叫閲l設しま

した。西町杜スロ プで公認指導

貝町指導により7常首設してお q、ニ

セコなどに も案内します. レッス

ン料は、個人 500円、小グループ

1人 300円、大グループ1人 200
円です。希望者は、スキー場ハウ

スかスキ一連盟事務局(役場町民

課内)に申し込んで〈ださい。

て
い
る
よ
う
で
す
.
経
費
を
節
約
す
る

意
味
で
も
、
月
の
行
事
予
定
を
広
報
紙

に
紙
せ
る
な
ど
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長

行
事
の
予
定
が
つ
か
な
く
む

ず
か
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
町
政
の

姿
勢
と
し
て
大
事
な
こ
と
な
の
で
、
お

知
ら
せ
版
な
ど
考
え
て
み
ま
す
。

荘
川

非
徒
の
通
学
が
安
心
し
て
で

き
る
よ
う
、
除
雪
時
間
や
邑
T

め
て
ほ
し

い
で
す
。
帰
り
も
略
く
な
る
の
で
心
配

で
す
。

ー
た
い

へ
ん
熱
心
な
話
し
合
い
で
、

ま
だ
意
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最

後
に
町
長
、
機
長
に
ひ
と
二
と
づ
っ
。

機
長
新
し
い
年
に
な
っ
て
も
不
安

が
伴
い
ま
す
が
快
適
な
生
活
環
境
を
ロ

自
主
的
に
つ
く
る
心
構
え
を
し
っ
か
り
平

も
つ
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
談
会
で
宇

も
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
町
政
に

Z

反
映
し
て
も
ら
う
よ
う
、
町
民
的
し
あ
ヰ

わ
せ
の
た
め
最
普
の
努
力
を
し
ま
す
。

Z

主
婦
の
方
た
ち
に
も
新
し
い
町
づ
く
り
=

の
一
典
を
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
E

町
長

町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
対
話
=

が
町
政
運
営
の
柱
で
す
.
方
克
に
は
械

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

一層
的

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除雪とゴミ江工D
-講師を招き卓疎講習会

学生と一般を対象とL.tc卓球講

習会が1月20日(日)午前9時から

背少年会館て・行われます。町卓球

研究クラブが道卓球連盟から講師

を招〈もので、多数の参加を呼び

かけています。受講料は学生50円
般 100円です。 18固までに背少

年会館に申し込んで〈ださい。

長2可

一
光
の
皇
学
園
で
入
国

希
望
者
を
募
集

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
光
の
星

学
園
L

は
、
神
丘
町
す
ば
ら
し
い
自

然
環
境
内
中
で
着
々
と
建
設
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
四
月
一
日
か
ら
開
図

的
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会

福
祉
法
人
光
の
里
で
は
、
入
国
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

定
H
H
は
十
五
歳
以
上
三
十
人
(
到

二
十
人
、
女
十
人
)
で
、
学
園
で
は

教
育
と
生
活
指
導
を
合
わ
せ
て
行
い

将
来
社
会
や
家
庭
で
の
自
立
を
ね
ら

い
と
し
て
い
ま
す
。

入
国
希
望
者
は
‘
役
場
杭
祉
労
政

都
内
向
仮
事
務
所
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
願
投
獄
を
差
し
上
げ
ま
す
。

図
感
謝
し
ま
す
固

マ
光
の
里
建
設
資
金
に
、
病
気
全
快

祝
返
し
を
や
め
て
渡
辺
二
郎
さ
ん

(
極
川
)
五
万
円
、
佐
々
木
透
さ

ん
(
樋
川
)
三
万
円
、
詩
戸
テ
ル

さ
ん
(
金
原
)
二
万
円
、
歳
暮
を

や
め
て
川
村
正
夫
さ
ん
(
栄
町
)

五
万
円
、
ま
た
、
伊
藤
五
一
さ
ん

(
中
堅
)
一
万
円
、
前
山
祝
さ
ん

(
日
進
)
二
千
円
、
役
場
職
貝
会

社
交
ク
ラ
ブ
か
ら
五
千
円
が
そ
れ

/

ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

マ
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
、
今
金
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
一
万
円
を

は
じ
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

二
十
四
万
七
千
二
百
二
円
内
部
苛

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

し
て
〈
だ
さ
い
。

ま
た
、
冬
期
間
的
ゴ
ミ
収
集
は
、
積

雪
の
た
め
困
難
に
な
り
ま
す
@
円
滑
に

収
集
で
き
る
よ
う
次
の
こ
と
に
協
力
願

い
ま
す
。

?
と
な
り
近
所
相
談
し
て
除
雪
の
邪
魔

に
な
ら
な
い
、
収
集
車
内
は
い
り
や

す
い
場
所
に
集
積
し
て
く
だ
さ
い
.

7
収
集
日
に
多
雪
の
時
は
、
除
雪
車
通

過
後
に
集
積
所
に
置
〈
か
巡
回
時
に

持
ち
出
し
て
〈
だ
き
い
。
収
集
日
以

外
に
は
雪
に
お
お
わ
れ
ま
す
の
で
、

絶
対
に
出
さ
な
い
で
〈
だ
さ
い
。

マ
収
集
率
が
運
行
で
き
九
百
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
区
域
内
家
庭
は
迷
惑

で
し
ょ
う
が
、
も
よ
り
の
集
積
所
へ

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
ゴ
ミ
が
散
ら
か
な
い
よ
う
完
全
な
こ

ん
包
を
し
て
〈
だ
さ
い
.

マ
市
街
地
付
近
内
山
道
な
ど
に
ゴ
ミ
が

目
だ
ち
ま
す
。
大
口
の
コ
ミ
は
必
ず

北
桧
山
町
内
苛
少
年
会
館
裏
に
捨
て

て
く
だ
さ
い
。

.追骨ソーランラインの敬詞募集

函館から江差、岩内を経て小樽

まで町日本海岸 500キロの観光ル

ートは「追分ソ ランライン」と

呼ばれていま すが、推進協設会で

はこのルートを全国的にPRする

ため、次により歌詞を一般募集 L
ています。

b内容=3節以上で、音頭調は

2カ所以上、歌諮鯛は 3カ所以上

に観光地名または観光資源名を入

れる b締め切り =2月末日 b送り

先=倶知安町後志支庁内

(6 ) 

‘ 

(7) 



慎
重
な
判
断
と
注
意
を

夏
と
ま
っ
た
く
ち
が
う
道
路
条
件

冬
は

M

間
宮
や
路
間
的
凍
結
な
ど
退

陣
条
件
が
夏
場
と
ま
っ
た
く
ち
が
っ
て

い
ま
す
。

と
く
に
凍
結
し
た
時
間
で
の
巡
転
に

は
子
想
も
し
主
い
よ
3
主
い
ろ
い
る
屯

危
険
が
伴
い
ま
す
。
と
3
と
い
人
間
内

生
命
キ
」
ZHK4
崎
市
壮
故
か
均
守
る
た
め
、
冬

の
運
転
に
は
も
」
れ
ま
で
以
上
の
似
訴
な

判
断
と
正
芯
が
必
要
で
す
。

安
全
な
巡
転
で
冬
山
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
逆
転
者
向
方
は
次
的
一
」
と
を
碓
実

に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

守
主
泊
で
は
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
を
析
装
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
路
耐
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
ス

バ
イ
ク
タ
イ
ヤ
か
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ン
を
新
装
す
る
。

マ
ス
ピ
ー
ド
内
出
し
過
ぎ
、
急
加
述
、

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は
ス

リ

ソ
プ
を
起
一」
し
危
険
主
的
で
や
め
る
の

マ
発
進
は
駆
動
輸
を
空
転
さ
せ
な

い
よ

3
に
し
山
中
間
距
雌
は
十
分
に
と
る
。

マ
エ
ン
ジ
ン

7
レ
!
キ
を
じ
よ
?
ず
に

使
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
お
と
す
。
ブ

レ
ー
キ
は

一
度
に
踏
み
込
ま
ず
、
何

同
む
ポ
ン
ピ
ン
グ
を
し
立
が
」
ワ

mA

込
む
の
が

コ
ツ
。
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん

で
、
も
し
車
が
横
掛
り
を
始
め
た
ら

フ

レ

キ

ベ
タ
ル
を
は
な

L
率
的
進

路
を
た
て
主
お
す
。
車
輸
を
ロ
ソ
ク

し
主
い

-」
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

守
子
ど
も
と
老
人
を
見
か
け
た

り
十
分

な
間
合
い
を
取
り
、
安
全
逗
転
を
励

行
す
る
。

マ
ス
ク
ー
ル
ゾ

l
ン
で
は
ス
ピ
ー
ド
を

一地と
し、

子
ど
も
の
飛
び
出
し
に
注

意
す
る
。

図
ご
苦
労
き
ん
で
す
ロ

長
年
街
頭
指
導
や
安
全
思
想
的
普

及
な
ど
交
通
安
全
運
動
的
推
進
に
功
績

の
あ
っ
た
次
の
悲
仕
目
的
方
々
に
交
通

安
全
道
民
運
動
推
進
委
只
会
長
か
句
表

彰
状
と
記
念
品
が
附
ら
れ
ま
し
た
。

小
西
政
干

(東
町
)
同
州
愛
子
(
東

町
)
中
村
タ
キ

(秘
川
)
日
野
ト
ヨ
ミ

(枝
川
)

4 

-
熱
心
に
膏
年
研
究
発
褒
大
会

青
年
活
動
の
原
動
力
に

l
と
、
十
二
月
八
、

九
円
二
日
間
.
官
少
年
会
館
に
町
内
向
背
年

約
四
十
人
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
、
日
ご
ろ
の

昔
年
活
動
や
生
産
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世帯 2，703 (-7) 
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